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源告の意見鶉達

通の裁判ポ始ま鶴:こ 当た警、以下の選 り、轟の意見を述べます。

2013年 3月 、防衛大学校の合格選無書辟手元に選きました。夢をついに

実現でき、私な嬉しさと同時に、これから待ち受ξナている世界に身が3:き 締まる

思υヽを感じムのをよく覚えています。

鋳大に合格するために轟絞 8年間ずっと努施をしてきました。鐘強ままもちろ
ん、議練:こ備えて曲道を走るトレーニングもほぼ毎弱頑張り、休力面でも十分に

力をつlllておきました。鋳大では、物理や受験科理であるのを見通して、1年の

時から物理部に所属し専請鍮な鸞強も頑張りました。そんな努力鍛末、合格通熱

書を手に入れ、問を選り見えた鋳大の建物はとても舞いてまぶしかったです。た

くさん0無議を身につけ人の役に立つ人間になりたをヽと思いました。
しかし、ひと月もしなしヽうちに防大の建物は等で圏まれてしヽみだヽ原台吟牢獄

に見えてきました。隣大婿語で「議楡 (だっさく)曇 という言葉があります。防

大の強地から無許可で外へ逃げ轟すこと。議難が発覚すると鋳大向では、けたた

ましくサイレンが鳴り響き放選が流れます。私意まそれを聞くと穆鑢籟だつごく)

だ。・・Jと思うて酵ヽま
~し

た。済大の実像薫l私が撞れ思い推いていたのは全く

異なり、難しヽものだつたからです。「指導ゴな予穐う堪のもと上級生が下級生に『覇

らかに人権侵書ゴを行つているとしヽうことです。教育も見て見ぬプリだとすぐに

わかりました。

着校醒から5獨後、入絞式に参列するたあ父、裡母、極父メ纏国からやってき

ました。父たち:ま早くに鰊大鍾ついてお摯門の禁で開くのを待っているとき、異

様な光景を経0当 たりにしてとても驚いてしヽました。大きな荷物を抱え、意 式

を選えることなくタクシーで実られた家族と学生が難って行く様子でした。こ

の購だけで8参 塩鐘どの澤藩がしヽなくなつたと議憶してしヽます。握父まま書段は

壁ギたしヽに歩くような健康状態なのに、無理をして飛行機をこ乗シ、は各げる錢須

賀まで来ま れたこと、心配そうに『大文夫ね ?退 と問く祖母の顔を見ると、と

でもな当のことまま言えず 私ゝは家のものをF醸難させまいと「大文夫、大分獲れて

きた」と告げると安碁したようをこ「がんぽれよ」と言い、帰つて行きました。
「防大は 1年間がとでも幸しヽ、1年選ぎれば後は楽になるJと誰からも言われ

ていたので、私も「よし、1年開絶対頑動 抜いてみせ鰺」と強く思いました。

1学年の時は、理不思なしうちにただた鮮 抱す機のみでした。あまりに難しヽ鐘

打ちを受けたときは、夜就寝する時、「これは要で、現実ではないんだ」と何度

も心で繰り返し思うことで少し楽になり寝特くことができました。そして、支え

合つてしヽた同期の存在もとても大きかったで丸 懸痴をこぼし、黙場合い、励ま
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しかつた回爾が響だからこそ頑嚢ること予できたと思ぃます。
しかし、 2年生になり今鷹な自分たち爵Sされたことを 1学年にしなしヽとぃけ

ない立場をこなほとξ蜜、悪ってもみませんでした。警遍の人間が鱗大の生購で人の
病みξ通鐘感になり、モンスターヘを変験していく。。ec懸卜しい大学だと思t/h

ました。

二大轍‡こなり、間難の多くは舅項のかっぶルを構ぅしているょぅに、暴力を振
るい、人を傷嗜ますて喜んでしヽる、そんな資を見てしヽてとても悲しくなりました。
このような人間が幹部になり、議隊の指標をとっでぃてはいはなしヽと思ぃます。
「簸縫の諸りJだと思つていたものまま実際に:i『絶対職従」でぁり、思考を停

止させやれ命令に従 うように教育されてしヽゎれ悉ようで、だんだんと縮が正し
くて、何黙間違ってひるoかかからなくなることもぁりました筆
鋳大では、最後の希菫であったヵランセラーも何も動いてくれず、ゃられる一

オで仕返しさえできない状態メずっと続くと、「相手の存在を消すか ?自 分の存
在を続すか ?退 しか考えつかなしヽょぅになってしヽきました。あの地獄から母が馨:

つ張ってくれなからたら、今轟分はここに存在 しなかったかもしれません。
福岡に帰つてきて亀棋数はしてきた鎌ガ無せは今でも誰く私を機っけてし1ま

す。私が福間で生活することが咎ゆられて貯ヽはょぅです。
理がこの裁畿で明らかξこすることは、氷幽の一角にすぎません。機の議屋では

轟も耳も覆うような銀来事藤あり、私きまその人たちの思いも込めて裁判してしヽ
るつ蓬りでしヽます。刑事告訴の処分結果が難録された時、こんな議ぃ目にぁって
も1◎ 万、2◎ 万の割金躍なのか ?潤本とぃ。強圏はこんなところなんだと思ぃ
シヨックを受けました。こんなことなら、ぁの時、我り返してぉけばょかった。・・
≧酷く後悔しました。手を銀すことを止めていた母に対して「どうして止めたり
したんだ聾となじり、難しぃ鑢持ちをぶっけたこともぁりました。
しかし、暴力を懸殉で返さず、被告心と輝じ圭僕に立たず裁慢したか祭、今こ

うして法の下で、自分の気持ち献述べられる機会ができました。このょうなこと
ざある日本のままでいいのか、変わらなくてままならなぃ、変えなくてはいけなぃ
と長しヽます。このまま、次の世代に受け継いでぃくみは絶対に止みないとしヽけな
いと思準て等ヽます。

私が防大生になるために努力した購を、防大生になぅてから幸抱し続けた
羅々 は無駄ではなかった、意銀のあったことなんだと信じたしヽです。
防大内でも基本的人権は尊重されトベきで、私たちのようをこいたずらに書 じ

い学生生活を送ることがな時ヽょぅ、人の議も、義分の命も大切をこできる人霧を育
てる大学校に変われるよう、正しい判断を裁llj長に下していただきたいと願っ
ています。
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